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≠死 の鉄 道〟建設 の もた ら した もの

- タイ ･デ ンマー ク先 史学調査 隊 の報告 -

TheThai-DanishPrehistoricExpedition1960-62,Archaeological

ExcavationsinThailand,Vol.I,Sai-Yok,129p.,33pls.,by
H.R.vanHeekeren& C.E.Knuth;Vol.ⅠⅠ,Ban-Kao,164p.,

140pls.,byP.S¢rensen.Munksgaard,Copenhagen,1967.

瀬 戸 口 烈 司*

本書は,1960年から62年にかけて,タイ国

とデンマークの科学者によっておこなわれた,

考古学的発掘調査の正式報告書の一部である｡

報告書は全部で4巻ないし5巻になる予定で

あるが,まずそのうちの 1巻と2巻だけが出

版された｡戦後,とくに1950年代の後半から,

東南アジアは考古学上の調査研究の主要な国

際競争の場となり,各地で,各国による発掘

がなされているが､戦後の組織的発掘調査の

報告書としては, TheThai-DanishPrehis-

toricExpedition1960-62による本書が最初

のものである｡

l 先史学からみたタイ国

南アジアおよび束アジアの戦前までの先史

学的研究の発達は,それらの地域が西ヨーロ

ッパ諸国によって植民地化されていたという

事実と深 くかかわりあっている｡ふつう植民

地の宗主国は,植民地の地下鉱産資源開発な

どの必要性から,出先の研究機関として現地

に地質調査所などを設け,本国から研究者を

派遣して調査 ･研究をすすめていた｡植民地

の経営には直接にむすびつかない各種研究機
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関もやがて開設されて,そこを中心にしてそ

れぞれの分野の研究がすすめられるようにな

る｡植民地経営にとって,ほとんど経済的利

益をもたらす ことのない先史学的研究の多 く

は,このようにしてすすめられていた｡たと

えば, インドの TheGeologicalSurveyof

lndia,旧フランス領 インドシナ の Service

geologique deHndochine お よ び Ecole

FranGaised'Extreme-Orient,旧オランダ飢
束インドの TheGeologicalSurveyofthe

NetherlandsEastlndies および TheAr-

ChaeologlCalSurvey of the Netherlands

Eastlndies,中国の中国地質調査所,北京協

和医学校,北活特別区文物博物館 (のち,大

陸科学院-ルピン分院), 北彊博物館 および

新生代研究所などがそれである｡

タイ国は東南アジア諸国のなかで植民地化

されたことのない唯一の国である｡おそらく

それが原因となって,戦前まで,タイ国では

先史学的研究はほとんどなされておらず,質

料もほんのわずかしか知られていなかった｡9)

たとえば,前期旧石器時代文化については,

北インド (ソアン文化), 北 中国 (間口店文

化),ビルマ (アニヤト文化),マラヤ (タン
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パ ン文化), ジャバ (パチタン文化)が 知 ら

れているが5), タイ国に関しては何 ら資料は

得 られていなかった｡これ らインドから中国,

東南アジアにかけてみ られる文化は,Chop-

per-ChoppingToolsを組成の主体 としたも

ので,打割石器の文化 と呼ばれている｡5) 也

理的にはタイ国は打割石器の分布の中心に位

置しているから,タイ国に打割石器の発見さ

れることが十分に予想 される｡

Ⅲ 調査隊成立以前

考古学ないし先史学上の研究は, ぐうぜん

の遺跡の発見 と,それにつづ く本格的発掘調

査によって進展する｡今回の,タイ ･デンマ

ーク両国による発掘調査のきっかけをつ くっ

たのは,第二次世界大戦中,日本軍が企画し

たタイのバ ンコクとビルマのムールメンをむ

すぶ鉄道 (泰緬鉄道とも呼ばれる)の建設で

あった｡10,ll)

日本軍は大戦開始当初から,タイ国とビル

マをむすぶ鉄道輸送路の建設を計画 していた

が,タイ国バ ンコク西方のカンテヤナブ リか

ら, ノーイ川 (KwaeNoi)に沿って同川を

さかのぼり,タイ ･ビルマ国境をなすテナセ

リウム山脈のス リー ･パ ゴダ ･パスをこえて,

ビルマ側タンビザヤに達する鉄道路線を敷設

し,バ ンコクとムールメンをつな ぐ鉄道工事

に着手 した｡1942年 7月のことである｡日本

軍はこの工事に,日本人部隊,現地人労務者

以夕日こ連合国側捕虜をあたらせたが,ジャバ

で日本軍の捕虜となった オランダ人の H.R.

vanHeekeren も,工事に従事させ られるた

めにタイ国に送られた一人であった｡彼は,

TheArchaeologlCalSurveyoftheNether-

landsEastlndiesの先史学者である｡

先史時代から,インド方面からインドシナ,

さらに東インド諸島-の民族の交流があった

ことが考えられているが,内陸の交易ルー ト

は川沿いにとられることが多い｡水 と食料が
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手に入れやす く,交通できるルー トがとりや

すいからである.ノーイ川の周囲には,石灰

岩地帯がひろがっているが,けっして急峻で

はな く,この付近のテナセ リウム山脈は,方

方に盆地を形成 していて,むしろなだらかな

山のつらなりである｡だからこの川は,ビル

マ方面とタイ側をむすぶ交易ルー トの一つに

かぞえあげられる条件をととのえており,し

たがって鉄道が敷設されるルー トに沿って,

先史時代の遺物が発見されることが期待され

るのである｡捕虜として労働に従事する先史

学者の van Heekeren にとって, そのよう

な場につれて こられたことは,まだしも幸運

であったといえるかもしれない｡

タイ国に送 られた1943年 2月以後,彼は先

史時代遺物の発見に注意を集中した｡11) 捕虜

の身である彼にとっては,組織的調査など思

いもよらなかったが,建設に際して掘 りかえ

された土塊や溝の中に,遺物が発見されない

かと注意をはらうことをおこたらなかった｡

そして,はや くも3月には,カンチャナブ リ

の西 25km のところのバ ン･カオという村の

近郊で,ノーイ川に沿 う砂礁層の中から,型

式学的には前期旧石器文化に属すると思われ

る石器を6個採集することに成功した｡11) 彼

は, この石器は北インドの前期旧石器時代の

ソアン文化の系譜をひ くものと考え,その地

質時代を中期洪積世 と考えた｡11)その石器が

insituの状態を発見されたとされている砂

磯層の堆積時期は,vanHeekerenが考えて

いる中期洪積世よりもっと新 しいと考えられ

る可能性 もある｡*わずかな資料だけからは,

す ぐには結論はひきだせない｡

彼は,ひきつづいて,同じ3月に表面採集

ではあるが新石器を,6月には洞窟堆積物の

なかから中石器のものらしい石器を,バ ン･

*バン･カオ付近の第四紀層の地質調査をした高

谷 (京都大学東南アジア研究センター)による
意見｡
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カオよりさらに上流のワン･ポーという村の

付近で発見している｡11)

vanHeekeren と同じように労働に従事し

ていた捕虜のなかには,たとえば,限られた

乏しい材料で鉄道建設風景を描写したもの,

鱗週目の採集をしているもの,鳥類学につい

ての記録をとっているものもいたとのことで

ある｡10) vanHeekerenは責重な遺物の収集

に成功はしたが,日本軍による所持品検査は

彼を悩ませる問題であった｡じっさい,記録

をとっていたノー ト類はもちろん,全採集品

は日本軍にいったん没収されてしまった｡13

カ月間労働に従事したのち,彼は,1944年 6

月に日本に移送され,終戦をむかえた｡そし

て,彼のコレクションのうち重要なものは,

彼の手元にもどされた｡11)そして現在,旧石

器 3個をふ くめて.8個が HarvardUniver-

sityの ThePeabodyMuseum に保管され

ている｡3'11)

戦後,自由の身となった彼は,タイ国で採

集した石器 に ついて報告をした｡10,ll)これが

タイ国に関する旧石器をあつかった最初のも

のであった｡彼はその報告書のなかで,旧石

器は打割石器の前期旧石器文化に属するもの

として,タイ国にみられるこの文化にフィン

ノーイ文化と名づけた｡11'(Fingnoiはノーイ

川の意味らしいがタイ語ではな く,きわめて

あいまいな用語である｡3))また中石器につい

ては,型式はことなるが石器の製法は彼の名

づけたフィンノーイ文化の流れを受けつ ぐも

のと考え,時代は後氷期とし,それと同じ時

期に東南アジアに広 く分布しているホアビン

文化に属するものとしている｡11)

この石器の発見は先史学者の注意をひいた｡

たとえば,アジアの旧石器文化の研究をして

いる HarvardUniversityの ItL.Movius,

Jr.は, とくに旧石器について,型式学的に

は上ビルマの前期アニヤト文化の旧石器と対

比すべきだという意見をのべている｡5) さら

評

にこの文化のにない手は,ジャバのパチタン

文化,中国の周口店文化と同じく,いわゆる

ピテカントロプスの仲間であろうと考えてい

る｡5) そして同時に,ノーイ川周辺を詳細に

調査 ･発掘 す ることの 必要性 を 強調して

いる｡ 研究 はす ぐには進 展しなかったが,

Movius,Jr.に刺激された HarvardUniver-

sity の K.G.Heiderが,1956年10月にバ ン

コクの NationalMuseum の協力を得て,

vanHeekerenが旧石器を発見したバ ン･カ

オの付近を調査して歩いた｡2)

Heiderは調査の重点を村人-の聞き込み

においた｡遺物が発見される可能性の高 い 砂

裸層,洞窟の有無,さらには古い時代の石器,

土器片などを見かけたことがない かどうかに

ついて聞き込んだ｡2) この種の調査にとって,

聞き込みによって情報を得ることがきわめて

たいせつである｡ 1カ月ばかりの調査の結果,

Heiderは100個以上の石器類を収集したが,

とくに重要なのは,新石器時代と青銅器時代

の遺跡を発見 したことである｡

村人によってもたらされた磨製石器と土器

片に興味をいだいたHeiderは,それらが発見

されたという地点を実地に調査して,それが

1エーカー以上の広さにおよぶ新石器時代の

集落遺跡であることを確認 した｡2' 彼はこの

遺跡を,発見者の名前を記念して BangSite

と呼び,近い将来に大規模な組織的発掘のお

こなわれる必要があることを強調した｡2) こ

の遺跡は,今回のタイ ･デンマーク合同調査

隊によって発掘がおこなわれ,その結果につ

いては,Vol.ⅠⅠ,Ban-Kaoの部に報告がなさ

れている｡

さらに Heiderはワン･ポーで,その前年

に製材所の建設にあたって多量の土砂がノー

イ川岸から採取されたさい,多数の壷, 磨製

石器,百 錬は芹などが発見されたという情報を

得た｡2) 壷のなかには石, 背銅製の斧の入っ

ているものや,ヒ トの政冊の入っているもの
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があって,斧はおそらくヒトを埋葬したとき

の副葬品であろうと彼は考えている｡彼はこ

の遺跡に SawmillSiteと名づけた｡これも

タイ ･デンマーク合同調査隊によって発掘が

なされている｡その結果は,Vol.ⅠⅤに報告

されるはずである｡

Heiderのこの調査は,予備踏査 といわれ

るにふさわしいが,みじかい期間にもかかわ

らず十分な成果が得られている｡これによっ

てノーイ川の流域には,旧石器時代から青銅

器時代にいたるまでの先史時代遺跡が散在す

ることがあきらかにされ,あとにつづく本格

的発掘調査隊成立の下地を十分につくってい

るのである｡しかし,その主役はアメリカで

はなく,先史学の分野で古い伝統をもつデン

マークであった｡

Ⅲ タイ ･デンマーク合同調査隊の成立

ノーイ川流域地方へ先史学的調査遠征隊を

送る計画は,1959年から60年にかけて,タイ国

TheSiamSocietyの TheResearchCenter

のディレクター, ∫.Boelesと駐タイ ･デン

マーク大使の E.Munck との問の会談を通

じて具体 化 され はじめた｡TheResearch

Centerはデンマークと深い関係をもつ研究

機関である｡両者の間で,大規模の考古学遠

征隊を送るにあたっては,次の2点の目標に

沿ってなされるよう話し合われた｡その内容

は, (1)とくに重要な地点での調査ならびに

発掘は,タイ国からはほんのわずかのことし

か知られていない先史時代についての知識を

増すものでなければならない｡ (2)調査はデ

ンマークとタイ国 (とくに TheFineArts

DepartmentofThailand と The Siam

Society)の研究者の協同でおこない,得られ

た結果は今後のタイ国における科学的調査に

とって利益をもたらすものでなければならな

い｡というものである｡

ついで,この計画の推進母体となる委員会
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がコペン--ゲンで結成された｡この遠征に

参加する研究者が関係をもつ各種研究団体の

ほかに,TheBoardoftheEastAsiatic

CompanyLtd･,TheOttoM¢nstedFounda-

tion,TheDanishExpeditionFundの代表

者もメンバーとして加わって,この3団体が

遠征のための資金の援助をすることになり,

委員会は,遠征隊を2度にわたって派遣する

ことを決定した｡デンマークの社会には,こ

の種の調査のための組織が確立されやすい風

土ができあがっているようである｡

委員会の決定は,まず初年度は1960年の冬

(タイ国では乾季)に主に情報を集めるため

の予備調査隊を送り,それによってよい結果

が得られれば,次年の冬により大きな調査隊

を組織するというものであった｡TheSiam

Societyも, この計画に資金援助もふくめて

積極的に協力することを決定した｡調査隊長

には,UniversitetsMineralogisk-Geologiske

lnstitut,Copenhagenの古生物学者 E.Nieト

senがえらばれ,調査地域はノーイ川と,そ

の束を流れるヤーイ川にはさまれた地域に重

点がおかれることになった｡収集品の帰属に

ついては,研究と報告書出版のために,主要

サンプルはデンマークに送られるが,そのの

ちに,原則としてバンコクに返還されるとい

うことが,あらかじめ両国の間で話し合われ

ている｡

さらに,この遠征隊には,もともとこの調査

隊成立のきっかけをっくった vanHeekeren

も参加,協力することになった｡彼は,当時

はすでに Rijksmuseum voorVolkenkunde,

Leidenに移っている｡ 現地の事情に精通し

ているということ以上に,東南アジアの先史

学を研究している vanHeekerenの知識と

経験は,この方面の研究にあまり経験をつん

でいないデンマークにとっては,きわめて貴

重である｡
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tV 予 備 調 査 隊

1960年度 の 予備調査隊には, タイ側から

NationalMuseum の ChinY.D.のほか2

塞,デンマーク側 からは 隊長の Nielsen と

P.S¢rensenの ほか, オランダ人 vanHe-

ekerenが参加した｡予備調査隊は,調査期

間を二分し,前半で全調査予定地域を踏査し

て重要な地点を選定し,後半で試掘をおこな

う｡そして次年度の本調査の重点的発掘にひ

きつぐという大方針をうちたてた｡

1960年11月に開始された予備調査では,ま

ず,すみやかにノーイ川を,比較的大きな-

ウスボー トをひき船でひかせてさかのぼり,

タ ･カヌンからはゾウ10頭を輸送の手段に使

ってス リー ･パゴダ ･パスに到達した｡その

帰路に,時間に余裕をもたせて,可能性のあ

りそうな場所をおとずれるという調査方法が

とられた｡この行動は警察の援助のもとにお

こなわれた｡地理的探検時代をしのばせる,

いささか大時代がかった行動様式がとられて

いるが,自動車を自由に使えない現地の事情

を考え合わせると,やむを得ないこととも思

われる｡

同様のことをヤーイ川についてもおこない,

その結果,多 くの地点で石器,土器片の採集

をおこなった｡そして,とくに重要な地点を

10カ所選定し,そのうちの3カ所を後半で試

掘することに決めて,年内に前半を終了した｡

翌年 1月からの後半の調査は,拠点の設営

から着手された｡前半の調査の結果試掘され

ることになったバン･カオ近郊の BangSite

の調査には,タイ国政府のレス ト･-ウスを

基地においた｡また,前半の調査で発見され

た上流のサイ ･ヨク近郊の洞窟,岩陰遺跡の

発掘のためには,川岸に竹のイカダを組み,

それに簡単な屋根をふいて,そこに拠点がお

かれた｡イカダの建設には,カンチャナブ リ

県庁が援助をおしまなかった｡

評

この時点で調査隊は二つにわけられ,サイ

･ヨク遺跡と BangSiteの試掘にとりかか

った｡両遺跡とも トレンチが掘られ,詳細に

試掘がつづけられたのち,2月に予備調査は

終了した｡

ノーイ川のす ぐそば,現河床面から20数メ

ー トルの高さにあるサイ ･ヨク岩陰遺跡では,

4mの深さにまで トレンチが掘られ,多数の

石器とともに申石器時代のものと考えられる

人骨も見つけられた｡岩陰堆積物の断面の観

察から,堆積物は上下 2層に分けられ,下部

層は旧石器時代のものであることが確認され

ている｡さらに,これに隣接する洞窟堆積物

のなかから新石器時代に埋葬された木棺とヒ

トの遺体,副葬品が発見された｡

BangSiteでは,人骨 5体分とともに壷,

磨製石器などの副葬品のほかに,きわめて多

数の土器片,動物の骨が収集され,とくにこ

の遺跡の土器が,北中国の竜山文化の土器と

関係をもつことが明らかにされた｡

予備調査隊のもたらした結果にもとづいて,

委員会は,1961年11月から,もっと規模を大

きくして調査を継続することを決定 した｡

V 本調査-とその結果

本調査は,予備調査に参加した6名に,デ

ンマーク側から3名,タイ側からは2名をさ

らに加えておこなわれた｡調査隊は最初から

3≡妊編成とされ, 5地点が1961年11月から翌

年3月までの問に,童点的に発掘された｡発

掘がなされたのは,BangSite,SawmillSite,

サイ ･ヨク遺跡のほかに,タ ･カヌンに近い

チャンデ洞窟と,サイ ･ヨク近郊で発見され

た岩陰の岩壁画である｡発掘は現地人雇用者

を多数使って,十分に経験をつんだ研究者の

指揮によってすすめられた｡

本調査終了後に委員会は,出版委員会を設

け,資料の整理と報告書の出版を促進するよ

う勧 告 した｡ 出版委員会は,TheDanisl1
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State Research Foundation,The Rask-

¢rstedFoundation,LandsdommerV.Gieses

Legatから出版助成金を得て,とくに重要な

サイ ･ヨク遺跡 と BangSiteの発掘につい

て,まず報告書にまとめられた｡

サイ ･ヨク遺跡 (Vol.Ⅰ,Sa主-Yok)の岩陰

の4mにのぼる堆積物は,層序的に主に3層

に分けられている｡

最下層は ｢先土器層｣と名づけられ,石器

だけが発見されて,土器のともなわない層で

ある｡予備調査の段階で,洞窟,岩陰で石器,

土器が多数発見されたため,調査 ･発掘の対

象はもっぱら洞窟と岩陰に向けられていた｡

しかし,本調査では,替陰遺跡に近い川沿い

の平地部でも,同種の石器が多数かたまって

発見された｡おそらく当時の住人は,乾季に

は平地で,雨季には岩陰などで生活をすると

いう方法をとっていたのであろうと考えられ

ている｡石器の原石としては,片面剥離に適

したクオーツァイトが河原に多数見 られる｡

ムラサキガイに近い仲間の貝殻が多数見られ

るのに対 して,哨乳動物の遺骸が意外 に少

ない｡したがって当時の哨乳動物相について

は, くわしいことはわからない｡発見されて

いる動物は,シカ,イノシシ, トラ,ヤマア

ラシ,-どなどの仲間の骨で,イヌの骨は発

見されていない｡それらは現在もこの地方に

住んでいる種と全 く同じものなので,その時

代としては後氷期がふつう考えられる｡しか

し,現在は熱帯降雨林となっているこの地方

は,更新世末期の氷期の気候変動を直接には

あまりひどくうけなかったという点を考え合

わせて,上部更新世の最終段階にまでさかの

ぼれると考えられている｡C14など絶対年代

を測定できる材料は得 られていない｡そこで

堆積物最下層の年代は,いちおう紀元前 8万

年から1万年の問 (原記載は,8-10,000years

B.C.)とされているが,これは検討を要する｡

赤道に近い地方の氷期における乾燥化現象も
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考慮に入れねばならないからである｡石器自

体は,ホアビンないし上部ソアン文化の流れ

をひ くものと考えられ,中石器文化のものと

されている｡この層の最終段階に,隣接する

新石器文化との接触によって磨製石器,土器

があらわれている｡この地方の中石器文化の

にない手は,独自に新石器文化を発達させる

ことはなかったと推定されている｡

その次の層の新石器時代のものは,埋葬さ

れたヒ トの遺体とその副葬品が主な採集品と

なっている｡ノーイ川沿いでは,生活の中心

地ないし洞窟のなかに遺体を埋葬 している例

がい くつか発見されている｡副葬品が主な採

集品である場合には,その内容はかなり限ら

れたものとなり,生活の全体像を再構成する

ことは容易でない｡たとえば動物の家畜化,

植物の栽培化に関する直接資料は得られてい

ない｡東南アジアの新石器時代について考え

る場合,土器の型式,製作技法についての分

布が重要なポイントとなる｡土器は,編年上

の価値が高いからである｡サイ ･ヨク遺跡の

土器には,各種の製作技法がまざり合ってい

る一方,型式にも大きな変異が見 られる｡と

くに黒陶などの特徴から,北中国の竜山文化

の系譜をひ くものと考えられているが,その

伝播の経路は,この遺跡の資料だけからでは

結論をひき出せない｡竜山文化に見 られる基

本的特徴が,サイ ･ヨク遺跡の黒陶にも見 ら

れるが,伝えられた地域の自然,経済,文化

的な環境-の適応現象を示 しているとされて

いるO住民は半定着の焼畑農耕を主にした生

活株式をとっていたという推定がなされてい

る｡BangSiteの新石器にともなう木片は,

B.C.1,700-1,300年という値を示 している｡

サイ ･ヨクの新石器時代もほぼ同じころのも

のであろうとされている｡

最上位の層は青銅器時代のものである｡こ

の時代の文化的特性は東南アジアの青銅器文

化の ドンソン文化との関係から考えられねば
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ならない｡しかし,この遺跡からの青銅器自

体の出土は多くない｡ ドンソン･タイプの盲

銅器時代人が,かつてノーイ川流域にも生活

していたということ以上のことはいえないと

されている｡

バ ン･カオの BangSite(Vol.ⅠⅠ,Bang-

Kao)は,8,000平方メー トルにおよぶ広大な

新石器時代の集落遺跡である｡発掘された質

料の内容も豊富で,東南アジアでは最も重要

な新石器時代 の 遺 跡であろうと思われる｡

この遺跡 の発掘には, 予備調査の段階から

S¢rensenがかかりきりになって調査をすす

めていた｡BangSiteの新石器時代は前期と

後期に分けられているが,後期のものは前期

のものが連続的に発達したものとされ,後期

から鉄器の使用が認められている｡ 木片の

C14による絶対 年代は, 前期の はじまりは

B.C.1,800年ごろ,後期のものでは B.C.1,400

年前後という値を示している｡この文化も前

期から竜山文化との接触が認められ,後期に

なると固有の文化的特性とむすびついた地方

的変異が大きくなることが明らかにされてい

りも,むしろr｢1央部のものとの接触があった

と推定されている｡

炉,敷石などをふ くめて家屋の痕跡は,こ

の遺跡からは何ら見つけられていない｡住盾

の性格を示す直接の質料は得られていないが,

高床式の家が建てられていた可能性が大きい

と考えられている｡住民はおそらく半農耕の

生活をし,ブタもある程度は家畜化されてい

たのではない かと推定されている｡遺跡から

発見されている動物の骨のなかでイノシシの

骨が大きな部分をしめているほか,イヌの骨

も出土 している｡イノシシの骨学的特徴が,

純野生のものとかなりへだたりがあることか

ら,ある程度の家畜化がなされていたのでは

ないかと考えられるのである｡釣針と魚の骨

がかなり見られることから漁擬もおこなって

評

いたということ以上に,カヌーなどの舟も使

用されていたことが推定されている｡

バ ン･カオの遺跡は,長期にわたってヒト

が生活し,その生活の様式,文化的特性を考

えるうえでの資料が豊富に得られている非常

に大きな意味をもつ遺跡である｡その生活の

全容について, Vol.Ⅴ にまとめられる準備

が目下すすめられているとのことである｡

u タイ国でのその後の先史学的研究活動

タイ国における組織的な先史学的研究活動

は,TheThai-DanishPrehistoricExpedition

1960-62によって口火が切っておとされてか

ら,各地域で活発におこなわれている｡主に

研究がなされている地域は,カンチャナブリ

付近,東北タイ,北タイ, 中部タイ,南タイ

である｡

カンチャナブ リ付近では,ChinY.D.の指

揮のもとにNationalMuseum が,タイ ･デ

ンマーク調査隊の活動後もバン･カオで発掘

を継続し,また 1965年には P.S¢rensenを

隊長にしたTheSecondThai-DanishPrehis･

toricExpeditionが, ヤ-イ川沿いのオン

グバ洞窟で発掘をおこなっている｡

東北タイでは,1963年からTheFineArts

DepartmenトUniversityofHawaiiArchae-

ologicalSalvageProgram が活動を開始し

た｡アメリカの TheNationalScienceFoun-

dationから資金援助をうけ,W.G.Solheim

IIによって指揮されている｡コンケンに調査

の基地をおき,新石器時代,青銅器時代の遺

跡の発掘に重点をおいている｡調査活動は現

在も継続中である｡

北タイでの活動は,1965年からtheUniver-

sityofHawaiiの研究者に よって,メコン

川の支流,メ ･チャン付近で主になされてい

る｡

中部タイで現在発掘がすすめられている遺
跡のなかでは,ロブブリとり･トンのものが
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重要とされている｡ ロブブリ近郊 の遺跡は

1964年に発見され,1965年から The Fine

ArtsDepartmentの VidyaI.によって発掘

されている｡新石器時代から青銅器時代にか

けての遺物が採集されている｡ロブブリの北

東, チャイバダンの近 くで 1965年 に発見さ

れた新石器時代 遺跡 は,TheThai-British

ArchaeologicalExpeditionによって,1966年

から発掘されている｡ウ ･トンは6世紀から

11世紀にかけて中部タイでさかえた ドグァラ

ヴァティ王朝の首都ともみなされているが,

1964年から65年にかけてのSorbonneUniver-

sityの J.Boisselierの調査によって,この

王朝に先だつ時代の遺跡があることが明らか

にされた｡2世紀から6世紀にかけてカンボ

ジアにさかえた扶南王朝と同時期のものと考

えられ,中部タイにおける最初の歴史時代の

ものとされている｡

南タイでの調査は,他の地域にくらべると

おくれている｡theUniversity ofMalaya

の研究者によって,ソンクラ付近で調査され

た結果,いくつかの遺跡があることが確認さ

れている程度である｡

あ と が き

先史時代における長い人間の歴史の構成は,

発見された遺跡の発掘の結果得られた資料に

もとづいてなされる｡遺跡は,時代的にも地

理的にも連続して発見されることはきわめて

まれである｡先史学者は,時間的 ･地理的空

白をうめる努力をはらう｡今回の調査は,ま

ず,インド,ビルマ,中国,インドシナ三国,

インドネシアにかこまれた地理的な空自をう

める努力であった,と解すことができよう｡

考古学ないし先史学的発掘･調査は,調査が

じっさいにおこなわれるまでのいろいろには

らわれた努力の過程をもつ｡H.Schliemann

によるTroy遺跡の発掘などは,そのもっと

も劇的なもののひとつである｡今回のタイ国
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における発掘 ･調査にも,それなりの努力の

過程があった｡

今回の調査のもともとのきっかけをつ くっ

たのは,vanHeekerenによる旧石器の発見

である｡この発見には,HarvardUniversity

の Movius,Jr.が い ち は や く注 目した｡

Movius,Jr.は1937年から38年にかけて,ビ

ルマとジャバで主に旧石器時代の文化につい

て現地調査をおこなっている｡この調査隊

は, TheAmericanSoutheastAsiaticEx-

peditionforEarlyMan と呼ばれ,池質学

者の H.deTerraを隊長にしたものである｡

中国,インド,ジャバにかこまれた中心部の

ビルマで,池質学,古生物学,先史学的研究

をおこなったが,具体的にはヒ トの祖先の化

石(いわゆるピテカントロプスの仲間の化石)

の発見と,その文化についての研究を目的と

した調査隊である｡その結果,アユヤト文化

の性格は明らかにされたが,ヒ トの化石は発

見できなかった｡vanHeekerenのタイ国で

の旧石器の発見に注目した Movius,Jr.は,

その旧石器文化のにない手の化石の発見に期

待をよせていたのではあるまいか｡しかし,

タイ ･デンマーク調査隊の活動は,化石はお

ろか,旧石器時代の文化については,ほとん

ど資料を得られずに終わっている｡この調査

隊のもたらした結果のうち,最も重要なのは

新石器時代についてのものである｡

本稿では,調査結果,内容の検討よりもむ

しろ,内容の紹介に焦点をあわせてまとめた｡

調査隊の報告書はひきつづき出版される予定

である｡今後出版される報告書の内容をかん

たんに紹介しておくと,第 3巻に,バン･カ

オの遺跡から得られた人骨についての形質人

類学に関するもの,第4巻では,チャンデ洞

窟および他の地点での発掘の報告,最後に,

バ ン･カオ近郊で新石器時代人がどのように

生活していたかについて,まとめられる予定

である｡
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